
 

 

 

 

 

 

 

進路に向けたカウントダウンです！ 
水曜日の昼から７８回生全員の進路について、校長先生と学年全員の先生方で話し合いました。ここでの話し合いをも

とに三者懇談をします。「進路を決定する」と言いますが、受験〔受検〕先を決めるだけです。合格するための努力は受

験する日まで頑張りましょう。 

≪入試日程≫ 

 中学校へ書類提出 出願 試験〔検査〕日 合格発表 

県内私学入試 ほぼWeb出願 １月中旬頃（学校によってちがう） ２月１０日（月） ２月１３日（木）頃 

公立推薦入学特色選抜 １月２８日（火） ２月 ３日（月）～ ５日（水） ２月１７日（月） ２月２１日（金） 

公立学力検査 ２月１２日（水） ２月２５日（火）～２７日（木） ３月１２日（水） ３月１９日（水） 

私学入試まで、      あと６０日。 
公立推薦入学特色選抜まで、あと６７日。 
公立学力検査まで、    あと９０日。 
２学期の終了まであと約２週間となりました。入試本番までもあっという間に過ぎていくでしょう。 

来週からの懇談を前に進路のことで個別に話をしていく人もいますが、時間は待ってくれません。何 

度も言っているように、自分の希望する進路を選択する期限は三者懇談までです。〔公立学力検査の 

変更は可〕日数を数えると、現時点で私学入試までは２か月を切り、公立学力検査まででも３か月 

です。進路決定とは、人生の選択です。○○高校はレベルが高いから良い、△△高校はそうではないからダメではありま

せん。その学校に進学して、どのような力をつけ、どのような人になりたいかというビジョンがあるかないかということ

が最も大切です。それを真剣に考えましょう。そしてそれが、本当の意味での進路実現です。精一杯頑張りましょう。 

三者懇談会 よろしくお願いいたします。 
１ 進路に関係する三者懇談会の流れ 
①志望校の確認 → 進路希望調査の内容に間違いがないかを確認します。変更点があれば、必ず申し出てください。 
②志望校の判定 → ２学期の成績と判定会で話し合った内容を伝えます。 
③私立高校回し合格のパターン確認 → 私立高校は特にコースの選択肢が多岐にわたる場合が多いので、その中からど
れを第１志望とするかを確認します。また、学科・コースの第２志望や回し合格希望パターンを確認します。試験方式
にバリエーションがある場合もあるので、併せて確認します。 

④私立高校ファミリー確認 → 保護者や祖父母が同窓生、兄姉が同窓生や在学生の場合、入学金免除等の高校がありま
す。必ず申し出てください。 

⑤その他 → その他気になることがあれば、何でも質問してください。出願時に特別な書類（高校入学後に引っ越す場
合など）が必要な生徒については説明をします。 

２ 受験〔受検〕校決定に向けての注意点 
①家でしっかり話しあい、三者懇談に臨んでください。２学期中に担任の先生と何度か面接をしました。その中でどのよ
うなアドバイスを受けたのか、見学会に行ってどう感じたかをもとにもう一度考えましょう。 

②なぜ、そこに行きたいのか、４月から何がしたいのかということを確認しておいてください。高校は、科によって学習
する内容が違います。そこでどんなことをがんばろうと思っているのかを確かめた上で進路選択をしましょう。そうで

ないと、途中でしんどくなってしまうこともあります。 
③本人の成績を把握してください。これから冬休みのがんばりで、あとどれくらい伸びるのか見極めてください。 
④疑問点は、遠慮せずに聞いてください。また、まとめておいてください。 
 
 
 
 
 
 

高校見学等のお知らせ Part26 

近畿大阪高等学校（通信制）、通信制合同相談会（３月２日（日）梅田）、KG高等学院（通信制・神戸三宮キャンパス）、
兵庫県立神戸工科高等学校（定時制）、兵庫統一模試（各学級にチラシを１部配布）、私立高等学校「入学資金貸付」のお
知らせ（裏面に詳細を記載、詳しい資料が必要な方は進路担当まで申し出てください。） 
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保護者の皆さまへ 
 来週火曜から三者懇談が実施されます。今回の懇談でお子さまの希望進路を決定する運びとなりますので、お忙しいこ
ととは存じますが、よろしくお願いいたします。また、今後の事務手続きに向けて確認すべき事項も多数あり、担任を通
じてさまざまなご準備をお願いすることもあります。大切なお子さまの進路実現に向けて、学校とご家庭間で万全の協力
体制を敷くことが必須となります。至らぬ点もあるかと思いますが、重ねてよろしくお願いいたします。 




